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児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
条
文

○

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）

抄

（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
五
十
条

次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
都
道
府
県
の
支
弁
と
す
る
。

第
五
十
条

次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
都
道
府
県
の
支
弁
と
す
る
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

六
の
二

都
道
府
県
の
設
置
す
る
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
実
施
に
要
す
る
保
育
費

六
の
二

都
道
府
県
の
設
置
す
る
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
実
施
に
要
す
る
保
育
費

用
（
保
育
の
実
施
に
つ
き
第
四
十
五
条
の
最
低
基
準
を
維
持
す
る
た
め
に
要
す
る

用
（
保
育
の
実
施
に
つ
き
第
四
十
五
条
の
最
低
基
準
を
維
持
す
る
た
め
に
要
す
る

費
用
を
い
う
。
次
条
第
四
号
及
び
第
四
号
の
二
並
び
に
第
五
十
六
条
第
三
項
に
お

費
用
を
い
う
。
次
条
第
四
号
及
び
第
五
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

い
て
同
じ
。
）

六
の
三
〜
九

（
略
）

六
の
三
〜
九

（
略
）

第
五
十
一
条

次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

第
五
十
一
条

次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

市
町
村
の
設
置
す
る
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
実
施
に
要
す
る
保
育
費
用

四

保
育
の
実
施
に
要
す
る
保
育
費
用
（
都
道
府
県
の
設
置
す
る
保
育
所
に
係
る
も

の
を
除
く
。
）

四
の
二

都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
の
設
置
す
る
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の

実
施
に
要
す
る
保
育
費
用

五
〜
七

（
略
）

五
〜
七

（
略
）

第
五
十
三
条

国
庫
は
、
前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
五
十
条
（
第
一
号
か
ら

第
五
十
三
条

国
庫
は
、
前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
五
十
条
（
第
一
号
か
ら

第
三
号
ま
で
及
び
第
六
号
の
二
を
除
く
。
）
及
び
第
五
十
一
条
（
第
一
号
の
二
、
第

第
三
号
ま
で
を
除
く
。
）
及
び
第
五
十
一
条
（
第
一
号
の
二
、
第
二
号
、
第
五
号
及

二
号
、
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
七
号
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
の

び
第
七
号
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
の
支
弁
す
る
費
用
に
対
し
て
は
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支
弁
す
る
費
用
に
対
し
て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
二
分
の
一
を

、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
二
分
の
一
を
負
担
す
る
。

負
担
す
る
。

第
五
十
五
条

都
道
府
県
は
、
第
五
十
一
条
第
三
号
及
び
第
四
号
の
二
の
費
用
に
対
し

第
五
十
五
条

都
道
府
県
は
、
第
五
十
一
条
第
三
号
及
び
第
四
号
の
費
用
に
対
し
て
は

て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
四
分
の
一
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
四
分
の
一
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
い
。

。

第
五
十
六
条

（
略
）

第
五
十
六
条

（
略
）

②

（
略
）

②

（
略
）

③

第
五
十
条
第
六
号
の
二
に
規
定
す
る
保
育
費
用
を
支
弁
し
た
都
道
府
県
又
は
第
五

③

第
五
十
条
第
六
号
の
二
に
規
定
す
る
保
育
費
用
を
支
弁
し
た
都
道
府
県
又
は
第
五

十
一
条
第
四
号
若
し
く
は
第
四
号
の
二
に
規
定
す
る
保
育
費
用
を
支
弁
し
た
市
町
村

十
一
条
第
四
号
に
規
定
す
る
保
育
費
用
を
支
弁
し
た
市
町
村
の
長
は
、
本
人
又
は
そ

の
長
は
、
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
か
ら
、
当
該
保
育
費
用
を
こ
れ
ら
の
者
か
ら

の
扶
養
義
務
者
か
ら
、
当
該
保
育
費
用
を
こ
れ
ら
の
者
か
ら
徴
収
し
た
場
合
に
お
け

徴
収
し
た
場
合
に
お
け
る
家
計
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
て
保
育
の
実
施
に
係
る
児

る
家
計
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
て
保
育
の
実
施
に
係
る
児
童
の
年
齢
等
に
応
じ
て

童
の
年
齢
等
に
応
じ
て
定
め
る
額
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

定
め
る
額
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
〜
⑨

（
略
）

④
〜
⑨

（
略
）
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○

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）

抄

（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
の
負
担
）

（
国
の
負
担
）

第
六
十
九
条

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
組
合
に
対
し
て
国
民
健
康
保

第
六
十
九
条

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
て
国
民
健
康

険
の
事
務
（
老
人
保
健
法
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
（
以
下
「
老
人
保
健
拠
出
金
」
と

保
険
の
事
務
の
う
ち
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
（
以
下
「
介
護
納
付
金
」

い
う
。
）
及
び
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
（
以
下
「
介
護
納
付
金
」
と
い

と
い
う
。
）
の
納
付
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す
る
。

う
。
）
の
納
付
に
関
す
る
事
務
を
含
む
。
）
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す
る
。

２

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
組
合
に
対
し
て
国
民
健
康
保
険
の
事
務

（
老
人
保
健
法
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
（
以
下
「
老
人
保
健
拠
出
金
」
と
い
う
。
）

及
び
介
護
納
付
金
の
納
付
に
関
す
る
事
務
を
含
む
。
）
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
負

担
す
る
。
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○

児
童
扶
養
手
当
法

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）

抄

（
第
三
条
関
係
）

改

正

案

現

行

（
事
務
費
の
交
付
）

第
二
十
一
条
の
二

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村

（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
し
、
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
（
特

別
区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令

の
規
定
に
よ
つ
て
行
う
事
務
の
処
理
に
必
要
な
費
用
を
交
付
す
る
。

（
戸
籍
事
項
の
無
料
証
明
）

（
戸
籍
事
項
の
無
料
証
明
）

第
二
十
七
条

市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
も
の
と
し
、
地
方
自
治
法
（
昭
和

第
二
十
七
条

市
町
村
長
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
お

百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
お
い
て
は
、
区
長
と
す
る
。
）
は
、
都

い
て
は
、
区
長
と
す
る
。
）
は
、
都
道
府
県
知
事
等
又
は
受
給
資
格
者
に
対
し
て
、

道
府
県
知
事
等
又
は
受
給
資
格
者
に
対
し
て
、
当
該
市
町
村
の
条
例
の
定
め
る
と
こ

当
該
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
受
給
資
格

ろ
に
よ
り
、
受
給
資
格
者
又
は
そ
の
監
護
し
若
し
く
は
養
育
す
る
児
童
の
戸
籍
に
関

者
又
は
そ
の
監
護
し
若
し
く
は
養
育
す
る
児
童
の
戸
籍
に
関
し
、
無
料
で
証
明
を
行

し
、
無
料
で
証
明
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

な
う
こ
と
が
で
き
る
。
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○

児
童
手
当
法

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）

抄

（
第
四
条
関
係
）

改

正

案

現

行

（
児
童
手
当
に
要
す
る
費
用
の
負
担
）

（
児
童
手
当
に
要
す
る
費
用
の
負
担
）

第
十
八
条

（
略
）

第
十
八
条

（
略
）

２
・
３
（
略
）

２
・
３
（
略
）

４

国
庫
は
、
毎
年
度
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
児
童
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要

４

国
庫
は
、
毎
年
度
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
児
童
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要

す
る
費
用
（
市
町
村
長
が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
事

す
る
費
用
を
負
担
す
る
。

務
の
処
理
に
必
要
な
費
用
を
除
く
。
）
を
負
担
す
る
。

５
（
略
）

５
（
略
）

（
市
町
村
に
対
す
る
交
付
）

（
市
町
村
に
対
す
る
交
付
）

第
十
九
条

（
略
）

第
十
九
条

（
略
）

２

政
府
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長
が
第
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
事
務
の
処
理
に
必
要
な
費
用
を
交

付
す
る
。

附

則

附

則

（
特
例
給
付
）

（
特
例
給
付
）

第
六
条
（
略
）

第
六
条
（
略
）

２

第
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
九
条
、
第

２

第
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
九
条
、
第

二
十
条
、
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で

二
十
条
、
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で

並
び
に
第
三
十
条
の
規
定
は
、
前
項
の
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

並
び
に
第
三
十
条
の
規
定
は
、
前
項
の
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
十
八
条
第
一
項
中
「
そ
の
十
分
の
七
に
相
当
す
る
額
を
同
項
に
規
定
す
る

い
て
、
第
十
八
条
第
一
項
中
「
そ
の
十
分
の
七
に
相
当
す
る
額
を
同
項
に
規
定
す
る
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拠
出
金
を
も
つ
て
充
て
、
そ
の
十
分
の
二
に
相
当
す
る
額
を
国
庫
が
負
担
し
、
そ
の

拠
出
金
を
も
つ
て
充
て
、
そ
の
十
分
の
二
に
相
当
す
る
額
を
国
庫
が
負
担
し
、
そ
の

十
分
の
〇
・
五
に
相
当
す
る
額
を
都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
」

十
分
の
〇
・
五
に
相
当
す
る
額
を
都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
」

と
あ
る
の
は
「
附
則
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定

と
あ
る
の
は
「
附
則
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定

す
る
拠
出
金
を
も
つ
て
充
て
る
」
と
、
第
十
九
条
中
「
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

す
る
拠
出
金
を
も
つ
て
充
て
る
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
の
規

り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
被
用
者
に
対
す
る
費
用
に

定
に
よ
り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
被
用
者
に
対
す
る

つ
い
て
は
そ
の
十
分
の
九
に
相
当
す
る
額
を
、
被
用
者
等
で
な
い
者
に
対
す
る
費
用

費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
十
分
の
九
に
相
当
す
る
額
を
、
被
用
者
等
で
な
い
者
に
対
す

に
つ
い
て
は
そ
の
六
分
の
四
に
相
当
す
る
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
附
則

る
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
六
分
の
四
に
相
当
す
る
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は

第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
附
則
第
六

「
附
則
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
附

条
第
一
項
の
給
付
に
要
す
る
費
用
を
」
と
、
第
二
十
条
第
一
項
中
「
児
童
手
当
の
支

則
第
六
条
第
一
項
の
給
付
に
要
す
る
費
用
を
」
と
、
第
二
十
条
第
一
項
中
「
児
童
手

給
に
要
す
る
費
用
及
び
第
二
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る
児
童
育
成
事
業
に
要
す
る
費

当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
及
び
第
二
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る
児
童
育
成
事
業
に
要

用
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
六
条
第
一
項
の
給
付
に
要
す
る
費
用
」
と
、
「
次
に
掲

す
る
費
用
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
六
条
第
一
項
の
給
付
に
要
す
る
費
用
及
び
当
該

げ
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
分
の
間
、
次
に
掲
げ
る
者
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項

給
付
の
事
務
の
処
理
に
要
す
る
費
用
」
と
、
「
次
に
掲
げ
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
当

中
「
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
予
想
総
額
の
十
分
の
七
に
相
当
す
る
額
を

分
の
間
、
次
に
掲
げ
る
者
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
児
童
手
当
の
支
給
に
要

当
該
年
度
に
お
け
る
賦
課
標
準
の
予
想
総
額
を
も
つ
て
除
し
て
得
た
率
に
第
二
十
九

す
る
費
用
の
予
想
総
額
の
十
分
の
七
に
相
当
す
る
額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
賦
課
標

条
の
二
に
規
定
す
る
児
童
育
成
事
業
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
前
条
第
一
項
の
拠
出
金

準
の
予
想
総
額
を
も
つ
て
除
し
て
得
た
率
に
第
二
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る
児
童
育

を
も
つ
て
充
て
る
額
の
予
定
額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
賦
課
標
準
の
予
想
総
額
を
も

成
事
業
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
前
条
第
一
項
の
拠
出
金
を
も
つ
て
充
て
る
額
の
予
定

つ
て
除
し
て
得
た
率
（
次
項
に
お
い
て
「
事
業
費
充
当
額
相
当
率
」
と
い
う
。
）
を

額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
賦
課
標
準
の
予
想
総
額
を
も
つ
て
除
し
て
得
た
率
（
次
項

加
え
た
率
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
六
条
第
一
項
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の
予
想
総

に
お
い
て
「
事
業
費
充
当
額
相
当
率
」
と
い
う
。
）
を
加
え
た
率
」
と
あ
る
の
は
「

額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
賦
課
標
準
の
予
想
総
額
を
も
つ
て
除
し
て
得
た
率
」
と
読

附
則
第
六
条
第
一
項
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の
予
想
総
額
及
び
当
該
給
付
の
事
務
の

み
替
え
る
ほ
か
、
そ
の
他
の
規
定
に
関
し
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め

処
理
に
要
す
る
費
用
の
見
込
額
の
合
算
額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
賦
課
標
準
の
予
想

る
。

総
額
を
も
つ
て
除
し
て
得
た
率
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
そ
の
他
の
規
定
に
関
し
必

要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

３
〜
６

（
略
）

３
〜
６

（
略
）

（
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
に
係
る
特
例
給
付
）

（
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
に
係
る
特
例
給
付
）
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第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
四
条
第
二
項
、
第
六
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
（
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
五
項

４

第
四
条
第
二
項
、
第
六
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
（
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
五
項

を
除
く
。
）
、
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
及
び
第

を
除
く
。
）
、
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
及
び
第

三
十
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

三
十
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
支
給
要
件
児
童
の
す
べ
て
が
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
」

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
支
給
要
件
児
童
の
す
べ
て
が
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
」

と
あ
る
の
は
「
就
学
前
特
例
給
付
支
給
要
件
児
童
（
附
則
第
七
条
第
一
項
第
一
号
に

と
あ
る
の
は
「
就
学
前
特
例
給
付
支
給
要
件
児
童
（
附
則
第
七
条
第
一
項
第
一
号
に

規
定
す
る
就
学
前
特
例
給
付
支
給
要
件
児
童
を
い
い
、
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
を
除

規
定
す
る
就
学
前
特
例
給
付
支
給
要
件
児
童
を
い
い
、
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
を
除

く
。
以
下
同
じ
。
）
の
す
べ
て
が
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
（
同
号
イ
に

く
。
以
下
同
じ
。
）
の
す
べ
て
が
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
（
同
号
イ
に

規
定
す
る
「
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と

規
定
す
る
「
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と

、
同
号
イ
及
び
ロ
中
「
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
」
と
あ
る
の
は
「
三
歳
以
上
義
務
教

、
同
号
イ
及
び
ロ
中
「
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
」
と
あ
る
の
は
「
三
歳
以
上
義
務
教

育
就
学
前
の
児
童
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
支
給
要
件
児
童
の
う
ち
に
三
歳
以
上
の

育
就
学
前
の
児
童
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
支
給
要
件
児
童
の
う
ち
に
三
歳
以
上
の

児
童
（
月
の
初
日
に
生
ま
れ
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し

児
童
（
月
の
初
日
に
生
ま
れ
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し

た
児
童
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
就
学
前
特
例
給
付
支
給
要
件
児

た
児
童
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
就
学
前
特
例
給
付
支
給
要
件
児

童
の
う
ち
に
六
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
児
童
」

童
の
う
ち
に
六
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
児
童
」

と
、
同
号
イ
及
び
ロ
中
「
三
歳
以
上
の
児
童
」
と
あ
る
の
は
「
六
歳
に
達
す
る
日
以

と
、
同
号
イ
及
び
ロ
中
「
三
歳
以
上
の
児
童
」
と
あ
る
の
は
「
六
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
児
童
」
と
、
「
支
給
要
件
児
童
」
と
あ
る

後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
児
童
」
と
、
「
支
給
要
件
児
童
」
と
あ
る

の
は
「
就
学
前
特
例
給
付
支
給
要
件
児
童
」
と
、
「
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
」
と
あ

の
は
「
就
学
前
特
例
給
付
支
給
要
件
児
童
」
と
、
「
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
」
と
あ

る
の
は
「
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
」
と
、
第
十
八
条
第
二
項
中
「
被
用

る
の
は
「
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
」
と
、
第
十
八
条
第
二
項
中
「
被
用

者
等
で
な
い
者
（
被
用
者
又
は
公
務
員
で
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ

者
等
で
な
い
者
（
被
用
者
又
は
公
務
員
で
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ

る
の
は
「
公
務
員
で
な
い
者
」
と
、
第
十
九
条
中
「
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

る
の
は
「
公
務
員
で
な
い
者
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
の
規
定

支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
被
用
者
に
対
す
る
費
用
に
つ

に
よ
り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
被
用
者
に
対
す
る
費

い
て
は
そ
の
十
分
の
九
に
相
当
す
る
額
を
、
被
用
者
等
で
な
い
者
に
対
す
る
費
用
に

用
に
つ
い
て
は
そ
の
十
分
の
九
に
相
当
す
る
額
を
、
被
用
者
等
で
な
い
者
に
対
す
る

つ
い
て
は
そ
の
六
分
の
四
に
相
当
す
る
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第

費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
六
分
の
四
に
相
当
す
る
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「

七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
附
則
第
七
条

附
則
第
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
附
則
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第
一
項
の
給
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
六
分
の
四
に
相
当
す
る
額
を
」
と

第
七
条
第
一
項
の
給
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
六
分
の
四
に
相
当
す
る
額

、
第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
被
用
者
等
で
な
い
者
」
と
あ
る
の
は
「
被
用
者
等
で
な

を
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
被
用
者
等
で
な
い
者
」
と
あ
る
の
は
「
被
用
者

い
者
（
被
用
者
又
は
公
務
員
で
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
読
み
替
え
る

等
で
な
い
者
（
被
用
者
又
は
公
務
員
で
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
読
み

ほ
か
、
そ
の
他
の
規
定
に
関
し
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

替
え
る
ほ
か
、
そ
の
他
の
規
定
に
関
し
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る

。

５
〜
８

（
略
）

５
〜
８

（
略
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
四
条
第
二
項
、
第
六
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
（
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
五
項

４

第
四
条
第
二
項
、
第
六
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
（
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
五
項

を
除
く
。
）
、
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
及
び
第

を
除
く
。
）
、
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
及
び
第

三
十
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

三
十
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
支
給
要
件
児
童
の
す
べ
て
が
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
」

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
支
給
要
件
児
童
の
す
べ
て
が
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
」

と
あ
る
の
は
「
就
学
前
特
例
給
付
支
給
要
件
児
童
（
附
則
第
七
条
第
一
項
第
一
号
に

と
あ
る
の
は
「
就
学
前
特
例
給
付
支
給
要
件
児
童
（
附
則
第
七
条
第
一
項
第
一
号
に

規
定
す
る
就
学
前
特
例
給
付
支
給
要
件
児
童
を
い
い
、
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
を
除

規
定
す
る
就
学
前
特
例
給
付
支
給
要
件
児
童
を
い
い
、
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
を
除

く
。
以
下
同
じ
。
）
の
す
べ
て
が
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
（
同
号
イ
に

く
。
以
下
同
じ
。
）
の
す
べ
て
が
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
（
同
号
イ
に

規
定
す
る
「
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と

規
定
す
る
「
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と

、
同
号
イ
及
び
ロ
中
「
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
」
と
あ
る
の
は
「
三
歳
以
上
義
務
教

、
同
号
イ
及
び
ロ
中
「
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
」
と
あ
る
の
は
「
三
歳
以
上
義
務
教

育
就
学
前
の
児
童
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
支
給
要
件
児
童
の
う
ち
に
三
歳
以
上
の

育
就
学
前
の
児
童
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
支
給
要
件
児
童
の
う
ち
に
三
歳
以
上
の

児
童
（
月
の
初
日
に
生
ま
れ
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し

児
童
（
月
の
初
日
に
生
ま
れ
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し

た
児
童
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
就
学
前
特
例
給
付
支
給
要
件
児

た
児
童
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
就
学
前
特
例
給
付
支
給
要
件
児

童
の
う
ち
に
六
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
児
童
」

童
の
う
ち
に
六
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
児
童
」

と
、
同
号
イ
及
び
ロ
中
「
三
歳
以
上
の
児
童
」
と
あ
る
の
は
「
六
歳
に
達
す
る
日
以

と
、
同
号
イ
及
び
ロ
中
「
三
歳
以
上
の
児
童
」
と
あ
る
の
は
「
六
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
児
童
」
と
、
「
支
給
要
件
児
童
」
と
あ
る

後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
児
童
」
と
、
「
支
給
要
件
児
童
」
と
あ
る

の
は
「
就
学
前
特
例
給
付
支
給
要
件
児
童
」
と
、
「
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
」
と
あ

の
は
「
就
学
前
特
例
給
付
支
給
要
件
児
童
」
と
、
「
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
」
と
あ
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る
の
は
「
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
」
と
、
第
十
八
条
第
一
項
中
「
十
分

る
の
は
「
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
」
と
、
第
十
八
条
第
一
項
中
「
十
分

の
七
に
相
当
す
る
額
を
同
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
を
も
つ
て
充
て
、
そ
の
十
分
の
二

の
七
に
相
当
す
る
額
を
同
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
を
も
つ
て
充
て
、
そ
の
十
分
の
二

に
相
当
す
る
額
を
国
庫
が
負
担
し
、
そ
の
十
分
の
〇
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
六
分
の

に
相
当
す
る
額
を
国
庫
が
負
担
し
、
そ
の
十
分
の
〇
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
六
分
の

四
に
相
当
す
る
額
を
国
庫
が
負
担
し
、
そ
の
六
分
の
一
」
と
、
第
十
九
条
中
「
第
八

四
に
相
当
す
る
額
を
国
庫
が
負
担
し
、
そ
の
六
分
の
一
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項
中

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
被

「
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う

用
者
に
対
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
十
分
の
九
に
相
当
す
る
額
を
、
被
用
者
等
で

ち
、
被
用
者
に
対
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
十
分
の
九
に
相
当
す
る
額
を
、
被
用

な
い
者
に
対
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
六
分
の
四
に
相
当
す
る
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ

者
等
で
な
い
者
に
対
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
六
分
の
四
に
相
当
す
る
額
を
、
そ

」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
一
項
の
規
定

れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
一
項

に
よ
り
行
う
附
則
第
八
条
第
一
項
の
給
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
六
分
の

の
規
定
に
よ
り
行
う
附
則
第
八
条
第
一
項
の
給
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の

四
に
相
当
す
る
額
を
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
そ
の
他
の
規
定
に
関
し
必
要
な
技
術

六
分
の
四
に
相
当
す
る
額
を
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
そ
の
他
の
規
定
に
関
し
必
要

的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

５
〜
８

（
略
）

５
〜
８

（
略
）
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○

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

抄

（
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
都
道
府
県
の
援
助
等
）

（
都
道
府
県
の
援
助
等
）

第
三
十
八
条

（
略
）

第
三
十
八
条

（
略
）

２

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
の
委
託
を

２

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
の
委
託
を

受
け
て
審
査
判
定
業
務
（
第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
及
び
前
条
の
規
定
に

受
け
て
審
査
判
定
業
務
（
第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
及
び
前
条
の
規
定
に

よ
り
認
定
審
査
会
が
行
う
業
務
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う

よ
り
認
定
審
査
会
が
行
う
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
う
都
道
府
県
に
、
当

都
道
府
県
に
、
当
該
審
査
判
定
業
務
を
行
わ
せ
る
た
め
、
都
道
府
県
介
護
認
定
審
査

該
審
査
判
定
業
務
を
行
わ
せ
る
た
め
、
都
道
府
県
介
護
認
定
審
査
会
を
置
く
。

会
を
置
く
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
事
務
費
の
交
付
）

第
百
二
十
六
条

削
除

第
百
二
十
六
条

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
介
護
保

険
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
（
第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
の
規
定
に

よ
り
市
町
村
が
行
う
要
介
護
認
定
又
は
要
支
援
認
定
に
係
る
事
務
の
処
理
に
必
要
な

費
用
（
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
判
定
業

務
を
都
道
府
県
に
委
託
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
委
託
に
係
る
費
用
を
含

む
。
）
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
費
用
に
限
る
。
）
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を

交
付
す
る
。
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○

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）

抄

（
附
則
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
が
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す
る
法
令
に
基
づ
い
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

（
国
が
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す
る
法
令
に
基
づ
い
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
務
に
要
す
る
経
費
）

な
い
事
務
に
要
す
る
経
費
）

第
十
条

地
方
公
共
団
体
が
法
令
に
基
づ
い
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
務
で
あ

第
十
条

地
方
公
共
団
体
が
法
令
に
基
づ
い
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
務
で
あ

つ
て
、
国
と
地
方
公
共
団
体
相
互
の
利
害
に
関
係
が
あ
る
事
務
の
う
ち
、
そ
の
円
滑

つ
て
、
国
と
地
方
公
共
団
体
相
互
の
利
害
に
関
係
が
あ
る
事
務
の
う
ち
、
そ
の
円
滑

な
運
営
を
期
す
る
た
め
に
は
、
な
お
、
国
が
進
ん
で
経
費
を
負
担
す
る
必
要
が
あ
る

な
運
営
を
期
す
る
た
め
に
は
、
な
お
、
国
が
進
ん
で
経
費
を
負
担
す
る
必
要
が
あ
る

次
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
が
、
そ
の
経
費
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す
る

次
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
が
、
そ
の
経
費
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す
る

。

。

一
〜
十
三

（
略
）

一
〜
十
三

（
略
）

十
四

妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
の
健
康
診
査
、
児
童
相
談
所
、
児
童
一
時
保
護
所
、
未

十
四

妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
の
健
康
診
査
、
児
童
相
談
所
、
児
童
一
時
保
護
所
、
未

熟
児
、
身
体
障
害
児
及
び
骨
関
節
結
核
そ
の
他
の
結
核
に
か
か
つ
て
い
る
児
童
の

熟
児
、
身
体
障
害
児
及
び
骨
関
節
結
核
そ
の
他
の
結
核
に
か
か
つ
て
い
る
児
童
の

保
護
、
児
童
福
祉
施
設
並
び
に
里
親
に
要
す
る
経
費
（
地
方
公
共
団
体
の
設
置
す

保
護
、
児
童
福
祉
施
設
並
び
に
里
親
に
要
す
る
経
費

る
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
実
施
（
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六

十
四
号
）
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
育
の
実
施
を
い
う
。
）
に
要
す
る

経
費
を
除
く
。
）

十
五

（
略
）

十
五

（
略
）

十
六

国
民
健
康
保
険
の
療
養
の
給
付
並
び
に
入
院
時
食
事
療
養
費
、
特
定
療
養
費

十
六

国
民
健
康
保
険
の
事
務
の
う
ち
介
護
納
付
金
の
納
付
に
関
す
る
事
務
の
執
行

、
療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
、
特
別
療
養
費
、
移
送
費
及
び
高
額
療
養
費
の
支

並
び
に
国
民
健
康
保
険
の
療
養
の
給
付
並
び
に
入
院
時
食
事
療
養
費
、
特
定
療
養

給
並
び
に
老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
及
び
介
護
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
経
費

費
、
療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
、
特
別
療
養
費
、
移
送
費
及
び
高
額
療
養
費
の

支
給
並
び
に
老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
及
び
介
護
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
経
費

十
七
〜
二
十
六

（
略
）

十
七
〜
二
十
六

（
略
）


